
 

   

        

 

 

慈林小学校開校５０周年へ！ いざ出帆！ 

                                    校長 石原 昌治 

 

お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。本日慈林小学校は、笑顔輝く１年生９７名を新たに迎え、全

児童数６３３名で、開校５０周年となる記念すべき年度のスタートを切ることができました。今年度もどのよう

な楽しいことが待っているのかを想像するだけで、今から心が躍ります。 

 さて、令和８年度慈林小学校「目指す学校像」について、学校運営協議会において承認いただきましたので 

ご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

ご覧のとおり、「好きを育み、得意を伸ばす」という言葉を用いています。学校は、様々な環境で育ち、

様々な価値観を持った児童が集まり学び合う場所であり、社会の縮図です。当然、時にはトラブルが起きて、

全員でその課題を解決しなければならない場面が必ず出てきます。そのような場面では、全員が幸せになる

ためにどうしたらよいか対話し、合意形成を図っていかなければなりません。そして、友達と対話し合意形

成を図っていくためには、「当事者意識を持って自分の考えを持ち、友達の考えを受容する力」が必要となります。  

この力をつけるためには、児童が「自分は何が好きで何を得意としているのか」を自覚し、「自己肯定感（あり

のままの自分を肯定的に受け入れる感覚）」や「自己有用感（自分の存在が他者や集団の役に立っている感覚）」

を高めながら自信をつけさせ、自立させてあげることが何より大切であると考えます。 

児童一人ひとりの「好き」や「得意」を複数の目で見取り、その伸長を保証できるようにするため、学校は

さらに強固なチームを目指し、子どもたちを全力で支えてまいります。 

また、昨年度に引き続き、以下の理念を慈林小学校に関わる全ての方々と共有させていただきながら、 

「慈林笑楽好（しょうがっこう）」づくりを推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者・地域の皆様におかれましては、今年度も本校の教育活動にご理解とご支援、ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 

 

開校５０周年 好きを育み、得意を伸ばす慈林笑楽好 

～あいさついっぱい 元気いっぱい やさしさいっぱい 学びいっぱい～ 

 

 

               

                 
            令和８年度４月号 令和８年４月８日 

 

 

慈林小だより 

【目指す学校像】 
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～あいさついっぱい  元気いっぱい  やさしさいっぱい  学びいっぱい～ 

 
○児童の笑顔があふれ、学ぶ楽しさを知り、好きなことがたくさん見つけられる学校  

○保護者や地域が児童を笑顔で見守り、成長を共に楽しみにし、好感が持てる学校  

○職員が笑顔で児童と共に活動し、学ぶ楽しさを児童と共に味わい、児童の知的好奇心を高めていく学校   



 


